
船舶事故調査報告書 

令和６年１０月２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突 

発生日時 令和５年１１月２３日 １１時５０分ごろ 

発生場所 和歌山県和歌山市沖ノ島西方沖 

 友ケ島灯台から真方位２６７°３７０ｍ付近 

 （概位 北緯３４°１６.９′ 東経１３４°５９.８′） 

事故の概要  プレジャーボート匠海
た く み

丸は、船首を南西方に向けて漂泊中、また、

プレジャーボート O R N
オーアールエヌ

Ⅲは、北北東進中、両船が衝突した。 

事故調査の経過 令和５年１２月２０日、主管調査官（神戸事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ プレジャーボート 匠海丸、５.５トン 

   ２５０－６１１１５大阪、大信マネジメント株式会社 

Ｂ プレジャーボート ORNⅢ、５トン未満（長さ１１.３０ｍ） 

   ２５２－１０４８８和歌山、オーロン物産株式会社 

 乗組員等に関する情報 船長Ａ、一級小型・特殊・特定 

船長Ｂ、二級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 Ａ 左舷船尾ブルワークに亀裂及び擦過傷 

Ｂ 左舷外板に擦過傷 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南南西、風力 ２、視界 良好 

海象：海上 平穏 

 事故の経過  Ａ船は、船長Ａが１人で乗り組み、友人５人を乗せ、沖ノ島西方沖

の釣り場に向けて約１７ノット（kn）の速力（対地速力、以下同

じ。）で南進していた。 

 船長Ａは、船首方にＢ船を認め、乗船者２人が釣りをしているよう

に見えたので漂泊していると思い、Ｂ船の約５０ｍ手前で船首を南西

方に向け機関を中立として漂泊を開始した。 

 船長Ａは、操舵室後方の右舷側で釣りの仕掛けの準備を始めていた

ところ、左舷側で釣りの仕掛けを準備していた乗船者が「危ない」と

叫んで右舷側に移動した直後に衝撃を感じ、Ａ船の左舷船尾部とＢ船

の左舷部とが衝突したことを認めた。 

 船長Ａは、両船の損傷状況を確認して１１８番通報し、Ａ船及びＢ

船は自力で和歌山市加太
か だ

港に入った。 

 Ｂ船は、船長Ｂが１人で乗り組み、友人２人（以下「同乗者Ｂ１」、

「同乗者Ｂ２」という。）を乗せ、船長Ｂが船体中央部の操舵区画で操

船に当たり、沖ノ島西方沖の釣り場に向けて約８kn の速力で北北東進

していた。 



 同乗者Ｂ１は、左舷船首部に左舷方を向いて座り、同乗者Ｂ２は、左

舷船尾部に左舷方を向いて座り、それぞれの釣り竿
ざお

を竿立てに挿して

竿先を船外に向けていた。（写真１、写真２参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 同乗者Ｂ１及び同乗者Ｂ２の乗船姿勢（再現） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ 竿立て 

 

 船長Ｂは、北北東進中、船首方の釣り場付近に数十隻の船舶を認め

ていたが、同船舶までは距離があったので、魚群探知機を見ていたと

ころ、ふと船首方を見て至近にＡ船を認め、右舵を取るとともに機関

を中立としたが、Ｂ船とＡ船とが衝突した。 

（図１、図２ 参照） 
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図１ 航行経路図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 航行経路図（拡大） 

 

 船長Ｂは、当日の釣果が全くなかったことから魚群探知機を見るこ

とに意識を向けていたので、前路で漂泊を開始したＡ船に気付くのが

遅れたと本事故後に思った。 

分析  Ａ船は、南進中、船長Ａが、船首方にＢ船を認めた際、Ｂ船が漂泊

していると思い、Ｂ船の前路で船首を南西方に向けて漂泊を開始して

釣りの仕掛けの準備を始め、継続的にＢ船の動静に注意を払っていな

かったことから、Ｂ船がＡ船に向かって接近していることに気付か

ず、Ｂ船と衝突したものと考えられる。 

 船長Ａは、Ｂ船の乗船者２人が左舷部に左舷方を向いて座り、それ

ぞれの竿先が船外に向いていて釣りをしているように見えたことか

ら、Ｂ船が漂泊していると思ったものと考えられる。 

 Ｂ船は、北北東進中、船長Ｂが、魚群探知機を見ることに意識を向

けながら操船を続け、周囲の見張りを行っていなかったことから、前

路で漂泊を開始したＡ船に気付くのが遅れ、至近にＡ船を認めて衝突
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を避けようと右舵を取るとともに機関を中立としたが、Ａ船と衝突し

たものと考えられる。 

 船長Ｂは、船首方の釣り場付近に数十隻の船舶を認めていたが、同

船舶までは距離があり、また、当日の釣果が全くなかったことから、

魚群探知機を見ることに意識を向けていたものと考えられる。 

原因  本事故は、Ａ船が南進中、Ｂ船が北北東進中、船長Ａが、船首方に

Ｂ船を認めた際、Ｂ船が漂泊していると思い、Ｂ船の前路で船首を南

西方に向けて漂泊を開始して釣りの仕掛けの準備を始め、継続的にＢ

船の動静に注意を払っていなかったため、Ｂ船が接近していることに

気付かず、また、船長Ｂが、魚群探知機を見ることに意識を向けなが

ら操船を続け、周囲の見張りを行っていなかったため、Ａ船に気付く

のが遅れ、両船が衝突したものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・船長は、周囲に他船を認めた場合、動静を正確に把握し、航行中

の他船の前路で漂泊を開始しないこと。 

 ・船長は、航行中、魚群探索に意識を集中することなく、常時周囲

の適切な見張りを行うこと。 

 


